
開校８０周年を迎えた

浅田小学校

明
治
二
十
九
年
浅
田
尋
常
小
竿
校
が

創
立
さ
れ
、
昨
年
で
八
十
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
学
校
で
は
、
秋
の
創
立
八
十

周
年
記
念
大
連
動
会
を
中
心
に
、
こ
れ

ま
で
の
浅
田
小
学
佼
の
記
録
、
こ
れ
か

ら
の
浅
田
小
学
校
の
願
い
な
ど
、
育
友

会
が
中
心
に
な
つ
て
ま
と
め
つ
つ
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
育
友
会
広
報
「
あ
さ

だ
」
に
掲
載
し
、
校
区
へ
発
表
し
つ
つ
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○
明
治
六

年
　
小
学

校
令
施
行

さ
れ
る
や

明治41年に落成した浅田小学校（昭和６年とり

こわされて現在の浅田小へと変っ た）

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
記
念
す
べ

き
年
を
出
発
点
と
し
て
今
後
の
浅
田

小
学
校
の
充
実
発
展
の
た
め
の
力
強
い

協
力
体
勢
を
確
立
し
よ
う
と
努
力
し
て

い
ま
す
。

こ
の
度
機
会
を
え
て
、
全
町
の
み
な

さ
ん
に
、
本
校
創
立
八
十
周
年
の
歩
み

を
報
告
し
、
平
素
の
御
協
力
に
感
謝
す

る
と
共
に
、
今
後
の
御
援
助
を
お
願
い

◇
　

か
ね
て
よ

り

亀
田
に
て
私
塾

を
開

い
て
い
た
福
原

与
右
工
門
の
教
習
堂
を
そ
の
ま
ま
と
り

あ
げ
豊
原
小
学
の
亀
田
分
教
場
ど
い
う

こ
と
に
し
た
。
こ
の
分
教
場
は
明
治
十

七
年
、
三
隅

市
小
学

と
豊
原
小
学
が
合

併
し

、
新
し

ぐ
明
倫
小
学
校

が
設
置
さ

れ
る
ま
で
つ
づ
き
新
校
舎
完
成
と
同
時

に
廃
止
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
明
治
二
十

九
年
、
児
童
の
増
加

と
通

学
困
難
を
理

由
に
再
び
分
教
場
復
活
の
気
連
が
高
ま

り
、
浅
田
小
学
校
を
設
置
、
九
月
開
校

と
な
っ
た
。
し
か
し
判
然
と
し
た
も
の

で

は
な

く
明

倫
小
字
校
へ
通
学
す
る
者

も
あ

つ
た
と

い
う
。
場
所
も
現
在
地

で

は
な
く
、
線
路
南
側

に
位
置

し
補
強
の

た
め
三
本
の
支
え
を
じ
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
別
名
「
ツ
ッ
パ
リ
学
校
」
と

も
呼
名
さ
れ
て
い
た
。
次
オ
に
規
模
が

一
増
大

し
校
舎
狭
溢
と
な
っ
た
た
め
明
治

四
十

一
年
、
現
在
地
に
移
転
新

築
を
し

た
。
ま

こ
し
て
校
舎
愕
朽

は
げ
し
く
狭

溢
と
な
っ
な
た
め
昭
和
七
年
、
新

築
を

な
し

、
そ
の
後
改
築
を
重

ね
現
在
に
至

’
つ
て
い
る
。略

年
表

沢
江
、
上
ゲ

、
浅
田
を
通
学
区
域

亀
田
墓
地

明
治
1
7
年
　
豊
原
小
学
と
三
隅
市
小
学

を
合
せ
し
明
倫
小
学
校
を
設
置

す
る
　

分
教
場
は
廃
止
と

な
る
。

明
治
2
9
年
　

校
名
を
浅
田
尋

常
小

学
校

と
し
、
９
月
開
校
。
第
一
代

校

。艮
河
野
五
平
着
任
。
通
学

区
域
を
小
島
、
下
東
方
、
平

野

を
加

え
た
６
部
落
と
す

。『
尋
１

が
蕩
麝
1
4
ま
で
４
年
で

卒
業
。

明
治
3
6
年
　

第
２
代
校
長
河
野
末
蔵
、

第
３
代

が
長
杉
山
佐
七
着
任

日
露
戦
争
下

の
た

め
二
部
教

」
　

畷
を
実
鉋
。

明
治
4
1
年

・
校

舎
を
現
在
地

に
移
転
す

明
治
4
4
年

第

４
代
校
長
宮
国
信
夫
着
。

‘
仟
す
る
。

大
正

６
年
　

第
⑤
代
校
長
石

塚
久
熊
着

任
す
る
。

大
正
８
年
　
第
６
代
校
長
福
江
治
郎
作

着
任

す

昭

和
丿
年
　

第
７
代

校
長
小

枝
義
雄
着

任
す
る
。

昭
和
７
年
　

新

校
舎

建
築
。

昭
和
1
1
年
　

東
万
橋
崩
落

の
た
め
通
学

不

能
と
な
勺
小
島
、
下
東
方

う
の
児
童
は
明
儉
小
ヘ
ー
睥
転

校
す
る
。

昭
和
1
3
年
　

第
８
代
校
長

朝
枝
桜
英
着

任

す
る
　
　

昭
和
1
6
年
　
国
民
学
校
令
施
行
に
よ
り

校

名
を
浅
田

国
民

学
校
と
改

称
す
る

門
柱
お
よ
び
周
布
政
之
助
像
建
立

昭
有
1
7
年
　
第
９
代
校
長
加
藤
信
一
着

・`
　
任
。
運
動
場
の
一
部
を
農
園

に
拡
大
作
っ
た
大
豆

な
ど
給

食

に
利
用

す
る

昭
和
2
0
年
　
第
1
0
代
校
長
福
田
1
着
任

す
る
。

昭
和
2
1
年
　

第
１１
代
校
長
長
谷
川
源
太

郎
着
任
。
開
校
5
0
周
年
記
念

式
典

を
挙
行
す

る
。’

昭
和
2
2
年
　

校
名

を
浅
田
小
学
校
と
改

称
、
育
友
会
結
成
な
る
・
入
学

校
給
食
開
始
、
翌
比
。
に
は
学

校

給
食
研
究
桐

定
校
と
な
る

昭
和
2
4
年
　

第
1
2
代
校
長
北
耻

茂
芳
在

知
能
検
査
実
施

（
以
後

毎
年
）
　
　

昭
和

:
2
5
年
　
簗
1
3
代
校
長
吉
津
繋
雄
着

開
校
5
0
周
年
記

念
行
事

を
挙
行
祝
賀
運
動
会
、
校
歌

校
章
制
定
、
ピ
ア
ノ
の
購
入

校
内
放
送
設
備
、
猾
夸
台
心

。
　
　

’ど

切
諸
施
設
完
成
ず

Ａ

〈
つ
、

昭
和
2
7
年
。

校
舎
増
築
を
完
了
・、
校

歌

ヽ
校
章
発
表
会
を
附
賍
七

光

招
和
2
9
年
▽
笊
1
4
代
校
長
大
澤
春
雄

任
ノ
講
営

々
萇
工
右

方

孚

昭
和
肘
年
　
才
1
5
代
校
し
平
川
喜
敬

オ
1
6
代
校
帳
玉
井
斌
着
丑
。

開
校
6
0
周

年
だ

忿
式
良
挙
行

・
肩

念
行
事
と
し

乙
泉
が
ヽ

梧

廠
ヽ
図
書
書
薦
莖
耻
ど
肛

施
設
を
す
る
。
　
　

ド

｀

昭
和
3
2
年
　
校
舎
増
改
築
し
講
堂

給
食
室
な
ど
の
設
備
竣
工
す

２

明
治
６
年
　
豊
原
小
学
亀
田
分
教
場
と

し
て
開
設
。
福
原
与
右
工
門

沿
革
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